














At Osaka University, from  2008 to 2012 academic year, a career development program for 
both young postdoctoral scholars  and doctoral students, centered on internship experiences 
in private enterprises was implemented.  This report describes the follow-up activities of 
the program implemented in the 2016 academic year, and presents the way to explore this 
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キャリア開発、インターンシップ、博士人材養成キーワ ドー
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施も追って認められた。また、文系人材については、博士課程単位習得退学の研究者も博士人材と
して認められた。
4） 当時は、いわゆる「ポスドク問題」対策の施策として語られることが多かった。現在もその位置づけ
は基本的に変わっていない（「博士人材の社会の多様な場での活躍促進に向けて（これまでの検討
の整理）（案）（その3）」スライド15（最終アクセス2017年2月2日）. このスライドでは、全国のインター
ンシップ参加ポスドク755名中、455名が民間企業に就職をしたことが強調されている）。
5） CLICプログラムのプロジェクト経費は5年間で4億1千6百万円。なお、雇用され、長期インターンシッ
プに派遣された博士人材は96名であった。
6） 前掲（註1.）のCLICプログラムの事後評価時の報告の28ページから、「理学研究科A教授」のコ
メントを引用する。「『博士課程の学生にインターンシップ？』というカルチャーショックが実は効果的
だったと振り返っています。教員側には『そこまでやるべきなんだ』という積極性がでてきて、就職担
当の私は企業から訪問者があるたびに博士人材の採用を働きかけ、博士院生との面談の場を何度
かセットしました。今までは考えられないことです。／また、博士院生が学位取得後企業に行く例が
増えました。これまでの博士院生はアカデミアに以外に行くと言い出しにくい雰囲気を感じていたと思
うのですが、学位を持ってアカデミア以外に行く意味について自信を持って語れるようになったのは、
CLICという活動が学内で目立っていたおかげと思います。／研究科を代表する意見ではないと思
いますが、博士課程の定員充足率が気にはなるものの、ずば抜けた能力が見えない学生に対して
は、進学を何としても勧めることをして来なかったと思うのですが、学位取得後企業に行く道もあるの
だから、まずは進学を考えてみてはどうかと勧めるように変化したと思います」（／は改行）。
7）ただし、博士後期課程学生は週29時間までの制限があった。
8）月一回のスク リーングのイントロダクションと進行は基本的に筆者の担当であった。
ロールモデルの提示ではなく ―「若手博士の多様な活躍の支援」その後の取り組み―
